
 高齢化率が市内で３番目に高く、2人以上の高齢者のみ世帯の数が市内で最も多いです。
 全体的にがん検診の受診率が低く、特に乳がん検診の受診率は市内で最も低いです。
 健康づくりの習慣がない人が半数以上います。
 地域の役員等は、熱心に活動されていますが、１年で交代されることがほとんどで継続し
た取り組みが難しい状況です。

笠縫学区の健幸かるて（令和６年度版） 【令和６年１２月作成】 草津市人とくらしのサポートセンター 地区担当保健師

1.人口構成（R６.4.30） ※市と比較して区分割合が高い項目に赤字着色

４.高齢者の状況 （※③は、40～64歳の第２号被保険者も含む）

３.からだの健康・生活習慣２.妊娠・出産・子育て（乳幼児健診問診結果）

６.地域資源（地区組織活動・社会資源等）

５.地域の声

＜地域の特性と健康課題＞

＜地域の目指す１年後の姿（目標）＞ 笠縫学区の住民が、自らの健康に関心を持ち、自分に合った健康づくりに取り組むきっかけをもつことができる

「夫婦でグラウンドゴルフを楽しんでいます。

熱心な人が多く、やりがいがあります。」

「認知症の人が道に迷っておられたり、困っ
ておられたら勇気を出して声をかけてみよ
う」 （ふれ愛模擬訓練にて）

「若い人でも楽しみながら健康について考え

られる機会があると良い。」

【要介護認定となった人】
アルツハイマー型認知症

③介護が必要となった原因で最も多い疾患（R1～R2新規申請者）

【要支援認定となった人】
膝関節症

健康状態が「とてもよい」
「まあよい」と回答した人の割合

どの程度幸せかの平均
（とても不幸 0点 ～ とても幸せ 10点）

＜健康課題の解決に向けた取組方針・活動状況＞

④主観的健康観 ⑤主観的幸福感

笠縫：82.3％
草津市：80.2％

笠縫：7.1点
草津市：7.0点

①市が実施しているがん検診の受診率推移（Ｒ３～５年度）

【参考：６５歳以上人口割合】 笠縫 ３０．１％ / 草津市 ２２．４％ （R5.4.30）

健康推進員 12人

②特定健診受診率・問診・検査結果（R5年度）

③生活習慣
健康に関するアンケート調査結果：対象１８～７４歳（R４年度）

①単身高齢者の割合（R６.4） ②介護認定率 (R６.４)

医療機関 医科：6か所・歯科：4か所

薬局：4か所・ドラッグストア：1か所

スーパー：2か所・コンビニ：2か所

子育てサークル・拠点施設：2か所

地域サロン：15か所

町内会 26個

①育児に対する今の気持ちに近い
フェイススケールの割合（R５年度）

②喫煙状況（R５年度： 4か月児健診時）

③「育てにくさを感じているか」の割合（R5年度）
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 健康に関心を持ち、生活習慣を見直す機会となるよう、郵便局やJA、商業施設等で健康測定
会を実施しています。また、まちづくり協議会とともに「ふれあいひろば」や「健康フェスタ」で
の健康測定会や、かわら版の発行による健康情報の発信等、連携して取り組んでいます。

 認知症になっても安心して暮らせるまちをめざした取組を継続しています。

～地域の取組・活動の様子～

1 2 3 4 5 6

笠縫 58.3 23.8 11.9 4.8 1.2 0.0

市全体 50.5 31.3 15.1 1.7 1.1 0.3

笠縫 54.4 32.4 8.8 0.0 1.5 0.0

市全体 62.6 26.9 8.4 0.1 0.6 0.3

1歳6か

月児

4か月児

フェイススケール


